
第１４回大和川流域委員会

第１３回流域委員会（H21.2.27）での荻野委員からの質問

基本方針（案）の「流水の正常な機能を維持するため必要な流量に
関する事項」について

①根拠となる河川法上の条文

②数値決定の手法と周知方法

③渇水流量との関係

④大和川の場合

④．１ 決定手法、算定根拠

④．２ 周知方法

⑤堺市の上水取水の廃止の理由、復活の可能性について

⑥大和川の渇水年、渇水流量、基準点

第14回大和川流域委員会
(H21.3.25)
資料２－３

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

①根拠となる河川法上の条文

河川法施行令第１０条の２

（河川整備基本方針に定める事項）

１．当該水系に係る河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

２．河川の整備の基本となるべき事項

イ．基本高水並びにその河道及び洪水調節ダムへの配分に関する事項

ロ．主要な地点における計画高水流量に関する事項

ハ．主要な地点における計画高水位及び

計画横断に係る川幅に関する事項

ニ．主要な地点における流水の正常な機能を維持するため

必要な流量に関する事項

河川整備基本方針に対する質問の回答

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の法令上の位置づけ
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第１４回大和川流域委員会

②数値決定の手法と周知方法
②－１ 数値決定の手法（④－１含む）

（１）正常流量の設定方法

各項目について
必要な流量を算
定し最も大きな
流量を維持流量
とする

正常流量の決定

河川の取排水状況を考慮

検討項目 設定根拠等

①動植物の生息地
または生育地の状況

アユ、ウグイ、ニゴイ、ヨシノボリ類等魚類の移動及び産卵に必要な流量
を設定

②景観
フォトモンタージュによるアンケート調査を行い、過半数の人が許容でき
る流量を設定

③流水の清潔の保持 環境基準値（BOD75%）の2倍を満足する流量を設定

④舟運 現在全川にわたって舟運がなく、今後復活する計画がないため設定しない

⑤漁業 動植物の生息地または生育地の状況に準ずる

⑥塩害の防止 過去に塩害は発生していないため設定しない

⑦河口閉塞の防止 過去に河口閉塞は発生していないため設定しない

⑧河川管理施設の保護 対象とする河川管理施設がないため設定しない

⑨地下水位の維持 過去に地下水の取水障害は発生していないため設定しない

①かんがい用水
②水道用水
③工業用水

｢①動植物の生息地または生育地の状況｣、｢②景観｣、｢③流水の清潔の保持｣について詳細を

検討しました。

維持流量

水利流量（流水の占用）

正常流量は『河川における流水の正常な機能を維持するために必要な最小限の流量』であり、

維持流量と水利流量を満足するよう設定します。

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

①｢動植物の生息地または生育地の
状況｣からの必要流量

15.2ｋ付近(小山柏ヶ花樋門)測線2
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10～12月のアユの産卵に
必要な平均水深30cm

必要流量検討地点

4.26m3/s御幸大橋地点

4.42m3/s藤井地点

2.94m3/s国豊橋地点

2.34m3/s河内橋地点

（２）維持流量の設定

ﾌｫﾄﾓﾝﾀｰｼﾞｭ(流量小)

ﾌｫﾄﾓﾝﾀｰｼﾞｭ(流量大)

代表魚種の選定
・対象魚種のグルーピングを行い、各区間・季別に代表
魚種（アユ・ウグイ・ニゴイ・ヨシノボリ類）を選定

検討箇所の設定

・大和川で唯一の渓谷景観がみられる亀
の瀬を検討箇所として設定

水質項目の選定
・清流ルネッサンスⅡおよびCプロジェ
クト計画の目標水質指標であるBOD
を選定

検討地点を選定
・水質調査地点の河内橋、国豊橋、藤
井、御幸大橋を選定

評価基準の設定
・水質汚濁防止法施行令6条の規定
を参考に、環境基準の２倍値を設定

必要流量の算定

評価基準の設定
・フォトモンタージュを用いた水量感に関す
るアンケートを実施し、過半数の人が許容
できる流量を設定

検討箇所の設定
・代表魚種の産卵・生育場となっている瀬を設定

評価基準の設定
・代表魚種の産卵・移動に必要な水深・流速を設定

必要流量の算定

対象魚種の選定
・既往の生物調査および文献から対象魚種を選定

【区間2-1：15.2k 小山柏ヶ花樋門上流】

必要流量 5.5m3/s（2～6月、10～12月の例）

必要流量の算定

【区間3-2：24.1k 亀の瀬橋(上流) 】

必要流量 3.3m3/s（通年）

（通年）

②｢景観｣からの必要流量 ③｢流水の清潔保持｣から
の必要流量

河川整備基本方針に対する質問の回答
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区間4-1区間3-1区間2-1 区間3-2 区間4-3区間2-2

区間2 区間3 区間4区間1

クリティカルポイント(動植物)

柏原地点

概ね：４m３/s

区間4-2
７
・
８
月

正常流量 概ね 6m3/s ≒ ＋ －維持流量 2.03m3/s 流入量 5.57m3/s 取水量 2.36m3/s

正常流量 概ね 4m3/s ≒ 維持流量 4.04m3/s

（３）正常流量の設定

流入量：流入量：0m0m33//ss，取水量：，取水量：0m0m33/s/s

4.4.0404mm33/s/s

流入量：流入量：5.5.5757mm33//ss，取水量：，取水量：2.2.3636mm33/s/s

2.2.0303mm33/s/s

１

月

の

例

７
・
８
月
の
例

基準地点
(柏原）

各期別において、かんがい用水や水道用水などの取水が行われても、維持流量が確保される

ように正常流量を設定しました。

大和川

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

・ 関係機関への周知については、河川整備基本方針策定時における関係機関協議を
通じて周知を行っております。

・ 流域住民への周知については、記者発表やＨＰでの公表を通じて周知を行っており
ます。

河川整備基本方針に対する質問の回答

②－２ 周知手法（④－２含む）
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③渇水流量との関係

柏原地点における正常流量は、7～9月で概ね4m3/sec、10～6月で概ね6m3/secです。

柏原地点における渇水流量は、昭和49年から平成18年までの近年33ヶ年の平均渇水流量
は5.47m3/secで1/10渇水流量は2.87 m3/secです。

⑥大和川の渇水年、渇水流量、基準点について

渇水年 ：平成14年
渇水流量 ：1/10渇水流量 2.87m3/sec

平均渇水流量 5.47m3/sec
基準点 ：柏原
※対象年： S49年～H18年

⑤堺市の上水取水の廃止の理由、復活の可能性について

堺市の上水取水については、昭和５３年に水質悪化による取水停止、平成３年に水利権の
廃止を行っており、現時点では復活の予定は無いと聞いています。

河川整備基本方針に対する質問の回答
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